
 戦後８０年、平和を考える夏に！ 

テレビや新聞を見て「平和」を考えましょう。 

★原爆の日 ８/６ ヒロシマ ８/９ ナガサキ 

★終戦記念日  ８／１５ 
 外国と戦争しないために、どうすればいいのか 

 外国人も同じ人間、差別なく、共生社会の実現を 
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◆教 育 目 標 「よく学び 心豊かに たくましく 未来を切り拓く子」 
◆めざす子ども像 「学び合い 思いやりのある子ども」 

芦別市立芦別小学校 

学校だより No. ４ 

令和７年７月２４日 

文責：松 田 安 弘 

   充実した夏休みを！ 

 明日から夏休みがスタートします。 

 ８月21日（木）までの４週間（28日間）、学校のある生活から家庭中心の生活になります。

子どもにとって自由になる時間が増えると思いますが、その時間をどう充実させていくのか、 

子ども本人の意識とともに、家族からの言葉やサポートも大切です。 

 学校は休みですが、子どもは毎日成長します。メリハリをつけて、いい夏休みにしましょう！ 

 「生活リズム」を大切に！ 

★朝起きて夜まで寝ない 

   「眠くても朝は起きる」が一番大事 

★食事とおやつの区別をつける 

   「食事」が成長のためには必要です 

★お風呂や着替えもリズムにする 

   「清潔感」も練習して身に付けよう 

 「学習」は計画的に！ 

★毎日コツコツやる 

   「継続する力」も身に付きます 

★「読む」・「字を書く」・「計算」の向上を 

   勉強した量（時間）が力につながります 

★小学校の学習は全ての基礎・基本 

   中学校やその先の土台となる学力です  

 「生活する力」も少しずつ！ 

 掃除・片付け、洗濯、料理などの家事
を、年齢に合わせて少しずつ覚えることも
夏休みだからこそできます。 

 将来、自立して１人暮らしをするときに困
らないよう、お手伝いからでもいいので、
「見せる、教える、やらせてみる」ことに
チャレンジしてみましょう。 

 
ヘルメット
着用‼ 



■■行事予定■■    

日 曜 予  定 

7/

２５ 
金 

夏休み（～8/21） 

チャレンジ教室① 

26 土 体験型防災クイズラリー 

28 月 
チャレンジ教室② 

教材費引落日 

＝＝＜ ８ 月 ＞＝＝ 

３ 日 ノーゲームデー 

13 

～ 

15 

水 

～ 

金 

学校閉庁日 

22 金 全校集会 

25 月 

あいさつ運動 

夏休み作品展（～9/2） 

水泳学習（１年） 

26 火 水泳学習（５年） 

27 水 教材費引落日 

29 金 
ブックトーク（３年） 

児童委員会 

＝＝＜ ９ 月 ＞＝＝ 

9/

1 
月 開校記念日 

2 火 
あいさつ運動 

水泳学習（３年） 

３ 水 
水泳学習（４年） 
ブックトーク（１年・５年） 

■□ 授業参観・懇談会・親子レク 

ありがとうございました □■    

 ７月１日～３日で、低・中・高学年と分けての授業参観・

懇談会でしたが、どの学年も多くの保護者に参加していただ

き、ありがとうございました。また、学年によっては親子レ

クも実施され、準備や運営等でもご協力いただき、ありがと

うございました。 

 次の参観日は１０月１日（水）の地域参観日になります。 

市内の学校（上小・芦中・芦高）も参観できる日になります

ので、ぜひ、ご予定ください。 

夏休み、まずは、事故なく（交通事故や水の事故など）ケガなく、元気にすごしましょう！ 

 ■□ 修学旅行・宿泊学習に行ってきました！ □■   

 ６年生は６月25～26日で札幌、ルスツ方面へ修学旅行に行き、

５年生は７月9～10日で旭川、深川方面へ宿泊学習に行ってきました

どちらも、学校とは違う場で集団行動をしつつ、見学や体験活動に

取り組んできました。宿泊する中で子どもの生活力も試される行事

になりますが、友達と長い時間を一緒に過ごす楽しさもあり、子ど

もたちにとって思い出多い２日間になりました。 

ホームページも、ぜひ、ご覧ください！ 
毎日のように日記を更新しています。
「落とし物」の確認をお願いします～ 

■□ 家庭学習強調週間の取組 □■    

 先週、３日間の「家庭学習強調週間（ファミスタ•ウイー

ク」に取り組みました。提出率は約７割でした。保護者の皆

様には、お忙しい中、見守っていただいたり、声掛けをして

いただいたり、コメントを記入していただいたりと、大変ご

協力をいただきました。ありがとうございました。 

 それぞれのコメントからは、子どもの頑張りを応援する気

持ちが伝わってきて、これからも子どもたちの「できた」

「頑張った」を増やすために家庭と協力しながら取り組んで

いきたいと感じたところです。 

 夏休みも、今回の経験を生かしながら、目標を持って家庭

学習に取り組むよう計画していますので、ご家庭での見守り

やサポートをよろしくお願いいたします。 

。 


